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IMAGE衛星の FUVに基づく研究[Frey et al., 2003]より、プロトンオーロラの現れる場所は、太陽風の
磁場の向きに依存することが明らかになっている。まず、2000 年 4 月から 2001 年 5 月までの期間から、
IMFの By成分の大きさが 10nTを超え、かつ太陽風の密度が 10/cc以上ある期間を取り上げ、エミッショ
ンデータの解析を行った。昼間側電離圏で、カスプを含む MLT9－15、MLAT67°－80°の領域を対象
とし、プロトンオーロラのピークの位置の動きと IMFの変化との関連性を調べた。その結果、IMFの By成
分とMLT方向の距離の変化の間のプロファイルが一致した。その結果、Frey et al.[ 2003]の結果よりもプ
ロトンオーロラの位置が IMFの By成分に強く依存していることが示された。また、プロトンオーロラがMLT
方向に 2分間で 200-400kmずれるイベントは、IMFの By成分の変化量の分布を考慮すると、高い頻度
で発生していることも分かった。それは、動いているプロトンオーロラが存在していることが原因であった。
取り上げたイベントの１つには、2 つのオーロラスポットが並んで移動する“タンデム”型のスポットが見られ
た。エミッションのピークの位置の動きから、この 2 つのスポットは夜明け方向、かつ反太陽方向に約
2.2km/sの速度で移動していることも分かった。 
 
